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意見交換

４．意見交換

（実践コース）
生徒：
私たちは「龍馬遺産」を作っていますが、これだけではそんなに売れるとは思っていないです。高知県だけではなく、爆発的に売りたいので、正直なご意見やアドバイスをいただきたいです。こうしたらもっと売れるのではないか、パッケージをこうしたらいいのではないかなど、そういうところまで突っ込んでいただけたらと思います。今はまだ試作段階なので、パッケージはまだ決まったわけではないです。土佐和紙の袋の方も決まってはいないです。
知事：
柚子胡椒は十分おいしいと思いました。

パッケージの写真はすごく有名です。これは、ものすごく面白い。ただご存じのとおり、実は本物なのかどうかと言われている写真です。全然関係ないことを言いますが、勝海舟は幕府の家臣です。ここにいる人たちは維新の英雄ですが、当時はお尋ね者でした。龍馬さんもずっと追いかけられていました。一緒に並ぶなんてあり得ないと言われたりしています。薩摩の人がいたり、紀州の人がいたり、佐賀の人がいたりもするし、だから海軍操練所の話でもないしということで、いずれにしてもこの写真はものすごく面白いですよね。だから目を引きます。あえて言えば、色がもっとどこかについていたらいいかなという感じはします。おいしいと思いますけど、もっと突き抜けて、びっくりするくらいのものがあるといいかもしれません。きれいだし、目を引くし、他にはないアイデアですから、ラスクがもっと頭抜けたらいいかなと感じます。

生徒：
先ほどご試食いただいたラスクはまだ試作品です。完成したときに発表会の形をしたいと思っています。場所や日はまだ決まっていませんが、予定として９月頃と考えています。発表会の時にぜひご出席していただきたいと思います。お願いします。

知事：
わかりました。調整させていただきます。

生徒：
『龍馬伝』の関連イベントの施設などで、ラスクなどの販売機会をいただきたいですが、可能でしょうか。

知事：
ぜひ使ってください。期待しています。頑張っていただきたいと思います。

高知県観光の問題は、中国地方、四国地方そして近畿から来るお客さんでだいたい75％、東京、さらに東京以北から来る人の数が極端に少ないことです。もっと言えば、車で来るお客さんの数が約90％。飛行機、船、新幹線、電車、汽車で来る人がものすごく少ないです。遠いこともありますが、着いてからの移動手段が揃っていない問題があります。だからこれを克服しないといけません。『龍馬伝』に合わせて駅前に新しくパビリオンを作りますが、東京で言うはとバスみたいなものを作ったり、周遊バスを強化しようとか、いろいろなことを今考えています。
大きな課題がもう一つあります。それは１人当たりの観光客が使うお金がものすごく少ない問題です。しかも平成17年をピークに毎年下がり続けています。『功名が辻』があったときには増えましたが、それから毎年下がっています。なぜ１人当りの観光客が使うお金が少ないのか。高知県の観光地を思い浮かべてください。何も買うもののない観光地がたくさんありませんか。来年の大河ドラマ『龍馬伝』は、岩崎弥太郎から見た坂本龍馬を描いたドラマです。岩崎弥太郎の生まれた家は来年ものすごく有名な観光地になりそうです。岩崎弥太郎邸は岩崎家が管理しているので無料で入れます。周りにはお土産物屋も全くありません。中岡慎太郎も有名になるかもしれません。北川村の中岡慎太郎館に落ちるお金は入館料だけです。室戸岬に行って中岡慎太郎と語り合った後、落ちるお金はいくらあるだろうか。周遊するところには今お土産屋さんはありません。県外の観光地で有名なところには、たくさん出店が出たりしています。要するに、観光地でおみやげ物を売っていないところが多いのが残念ながら現状です。実際には、先ほど言った地域アクションプランの取り組みの中で、岩崎弥太郎邸も中岡慎太郎館もいろいろなプランを今練っています。
高知県の場合には、観光地で物を売ることが少ないです。これは１つには、観光客が来なくなったので物が売れないから、どんどん商店が閉まっていったということがあると思います。土佐清水市の足摺海底館は私が５歳の頃にでき、祖父に連れて行ってもらいました。できたときには周りには珊瑚館があって、出店がたくさん並んで、たくさんの人がそこで大騒ぎをしていました。だけど今は観光客が少なくなり、閑散としています。だから全部やめてしまったということもあります。なので仕方のないところもありますが、逆に言うと売ることができれば、観光客の皆さんがお金を使ってくれれば、経済に大きな効果がある。何もしなければそのままだから、やはり努力をすることではないでしょうか。昨年、実は初めて、１人当たりの観光客の消費額が増えました。昨年は「花・人・土佐であい博」の取り組みがあり、地域地域で花のイベントをやり、かついろいろなものをできるだけ売ろうと一生懸命努力をしました。結果、１人当り観光客の消費額が増えました。観光客は昨年は前年と同じぐらい、宿泊者数は全国が1.5％減っているときに高知県は３％増えました。１人当たりの売り上げが増えた効果と相まって、観光だけですが、昨年は７％成長しました。いかに１人当たりの観光消費額を伸ばしていくか、ものを売るかで経済に大きなインパクトをもたらします。だからぜひラスクが「これはうまい」となるように頑張ってもらいたいと思います。目を引く、いい土産物大募集中なので、ぜひ使っていただきたいと思います。来年は大河ドラマで駅前に情報発信館とドラマ館、それからドラマ館のサテライトを安芸と梼原と土佐清水に設けますので、そういう場も使っていただければと思います。ぜひどこかに置くようにしましょう。

生徒：
商品開発に関することです。先ほど知事さんもおっしゃっていましたが、私たちは地域を元気にして、全国にアピールしていく活動を活性化させるために、例えば「高校生地場産大賞」や「地産外商商品大賞」などを提案する予定ですが、これについてはどう思いますか。

知事：
今そういうアイデアを検討しているところなので、いただいたアイデアも生かさせてもらいたいと思います。コンテストみたいなことをやり、優勝すると何か副賞が付いてくるような、名前が付いて統一のロゴみたいなものが使えるなど、どうするか今アイデアを練って議論してるところです。ブランド化できるかどうかの話とは本当は少し違うと思いますが。ブランド化は、例えば県知事がこれを認定したから、何かの賞で通ったからだけではないと思います。要するに、ずっと「この商品はいい商品」という信頼があって、かつ持っていること事態が誇りになる。馬路村もすでにブランドなんでしょうね。信頼感、それから独特のイメージ、訴求力、例えば人の心に訴える力があったりすることだと思います。少なくとも、こういう賞で優勝したら、それをつかむきっかけになるかもしれません。地産外商に向けた最有力候補になってくるのではないかと思います。いいアイデアをいただいたので、生かさせてもらって、検討させていただきたいと思います。
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生徒：
パンの酵母菌に龍馬生誕の地である鏡川の水と酵母菌の元であるりんごを使用しますが、ぜひ高知県知事にりんごを切っていただいて、写真に収めて紹介したいですが、ご協力いただけないでしょうか。

知事：わかりました。
（生徒会執行部評議員）
生徒：
私たちは「はりまや箸」で高知をアピールすることを考えています。昨年は間伐材を使いましたが、「はりまや箸」を広めたいという思いで、今年は大量生産にしました。そのために間伐材が今使われていません。ゆくゆくは高知の間伐材を使い、高知の企業でお箸を作りたいと考えています。今は「はりまや箸」という名前でしか高知をアピールできてなくて、何か高知と関わるようないい案はないでしょうか。高知の材料を使うなど何か案があれば教えてもらいたいと思います。

知事：
かんざしは面白いと思います。あえて言えば、鳴子を付けて高知県をＰＲしてもらいたいと思っています。

生徒：
かんざしには今ラオスのピアスがついています。よさこい祭りではチームが鳴子を持つことが当たり前ですか、いつかはかんざしをみんなが付けているのが当たり前になりたいと思っています。それをするにはまず１つのチームが付けないと始まらないですが、高知商業はよさこいのチームを持ってないので、関わりがあるようなチームはないですか。

知事：
市役所チームに話をしてみましょう。市役所チームは、正調のよさこいだから、すごく注目を浴びています。市役所の踊り子さんの皆さんはものすごく上手です。高知市長さんからも「はりまや箸」のことを聞いたことがあります。はりまや橋商店街でやっておられるのを市長さんがご存知だったのかもしれませんね。ぱっと聞いたり、知ったりすると、頭に残る感じですごくいいと思います。頑張ってください。

生徒：
私たちはこの「はりまや箸」をたくさんの人に使ってもらいたいです。そのためには、空港やサービスエリア、県庁やお土産屋さん、県外のアンテナショップなどに置いてもらいたいです。来年『龍馬伝』が放送されるので、『龍馬伝』とこのお箸の「はりまや箸」で観光客を増やしていくことを目指しています。また、国内の観光客だけでなく、海外の外国人観光客を増やすために、海外のアンテナショップにも置いてもらいたいですが、可能でしょうか。

知事：
わかりました。出来る限り話を繋ぐようにします。アンテナショップは間もなく、地産外商公社が運営することになります。そこで取り上げられないか調べてみます。それから空港は、いろいろな業者さんに話をしないといけないですが、話を繋ぐことはできると思います。観光の施設は大丈夫だと思います。海外のアンテナショップは上海で四国４県でやっています。８月に出張で中国へ行きますので、その後上海を回って帰ってきますから、そのときに上海事務所に話をしてみます。量はどれだけ揃いますか。

生徒：
頼んで２カ月くらいしたらくるので、量は大丈夫です。

知事：
わかりました。ビジネスそのものの話になってくるので、関係の人と話をしてみないといけません。たぶん皆さん好意的にやってくれると思いますが、ごめんなさい、こればかりは絶対にとは言えません。

生徒：
私たちは「はりまや箸」の販売促進に向けて企業と共同で販売したいと思っています。そして、8月14日には企業説明会を開催したいと考えています。しかし、高校生の力だけではなかなか企業を集めることができないので、知事さんにぜひ企業を紹介して欲しいです。

知事：
わかりました。日が決まっているので厳しいかもしれませんが、声をかけることはできると思います。

生徒：
高知県の観光大使がいると聞きましたが、その方たちに高知をアピールするためのものとして「はりまや箸」を利用してもらうことはできないでしょうか。

知事：
県人会とか観光特使の会とかあります。でもそんなにやっていると量が揃わない、足らなくなるかもしれませんよ。何個ぐらいできそうですか。

生徒：
もし可能であれば、調整をしてということはできます。

知事：
わかりました。観光特使の皆さんにＰＲすることはもちろんできます。観光特使の皆さんの会もあるし、県人会、そういう機会も生かしていただければと思います。本当なら皆さんに行っていただいて、自分でＰＲしてもらうとすごくインパクトがありますね。

生徒：
まだ仮なんですが、来年「ご当地お箸フェスタ」みたいな、全国の商業高校に集まってもらい、各地のお箸を作ってもらいたいですが、その呼びかけを知事にお願いしたいです。

知事：
呼びかけはまず皆さんでやってみてください。それを応援しますから。

生徒：
私たちは「はりまや箸」を売り出したいというのはありますが、やはり高知商業高校の原点はラオス学校建設活動です。そこで一番押していきたいのは、ラオスの商品です。それで例えばエコバッグ、「はりまや箸」の入れ物などなにかしらラオスとコラボして売っていきたいと思います。いろいろと展開していくに当たり、新しいアイデアが欲しいです。ラオスを取り入れた何かを作りたいと考えていて、何かアドバイスがあればいただきたきたいと思います。

知事：
私より、皆さんのアイデアの方がずっと素晴らしいと思うし、立派だと思います。確かにラオスとコラボしたらいいかもしれませんね。
先ほど３つの要素、エコ、高知とエコ、「はりまや箸」とエコとラオスと言われていました。エコも加わっているし、ラオスを助けることも加わっているし、素晴らしさが二重になっています。だから素晴らしいと思います。それをどうやって上手にアピールするかかもしれません。これを買うことでエコになり、ラオスの子どもたちも助けることができ、子どもたちに学校を作ることもできる。元々ラオスと学校との接点は、どういうところから始まったんですか。

高知ラオス会・会長：
高知県にはラオス会のＯＢ会があります。私もＯＢです。そのメンバーが自分たちの行っていた国にフォローアップに行こうとタイに行きました。タイだけではもったいないからラオスに足を伸ばそうと、その時のラオス大使が学生時代の同級生でしたから話をすると、「ぜひ来てくれ」とのことで行きました。ラオスの人と実際にいろいろな話をし、私たちも見てきたわけです。

昭和20年４月に日本の軍隊がラオスへ入りました。ラオスは４月頃から農繁期になってきます。行った軍隊が、東北の軍隊で主体がお百姓さんだったらしいです。それで農繁期だし、米作りなどを教えて、終戦を迎えて帰りました。そのときにラオスが、日本は一発の鉄砲の弾も撃たず、私たちに農作業を教えてくれたと非常に親日的になりました。今でも、お年寄りの中には当時日本人から農作業を習った人が稀にいます。そういうところから非常に親日的で、私たちが本当に安心して行ける国です。ちょうどその時に私たちの運動に一緒に商業さんが参加してくださいまして、これならいくら行っていただいても安心な国だと。国づくりは人づくりだからまず学校づくりから始めようとしたのが、今回のきっかけです。後は、熱心な商業の生徒さんたちが活動をしてくださいますので、私たちは単に横からお手伝いをするだけです。

知事：
素晴らしいです。ありがとうございました。

私がいいなと思ったのは、皆さんが学校で子どもたちと一緒に運動会を楽しんだことです。それから折り紙なども教えて。言葉は全然わからなくても十分教えることができて、子どもたちも楽しそうな顔していました。素晴らしいです。地域のそれぞれの国の住民の皆さんと接していく体験は、本当の意味で草の根の国際交流です。そういう取り組みがどんどん大きく花開いていけばいいですね。商品を売って、学校を作っていく活動も素晴らしいと思うし、もっと志が大きくなってきたら、ラオスに行ってみんなといろいろな仕事をしてみてもいいかもしれない。ぜひ夢を膨らましていただきたいと思います。頑張ってください。

生徒：
毎年11月に、はりまや橋商店街で「はりまやストリートフェスティバル」を行っています。プレゼンの中でも言いましたが、今年「はりまやストリートフェスティバル」が10周年を迎えるので、その開会行事にぜひ知事さんにも参加していただきたいと思うのですが、11月14日土曜日の予定はどうでしょうか。

知事：
わかりました。お誘いいただいて、ありがとうございます。喜んで行かせていただきます。
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